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1. はじめに 

言語資源を Web サービス化し，これらの組み合わせによる多
様な言語サービスを可能とする技術基盤の確⽴を目指すプロジ
ェクトが進められている．本論⽂では，このような言語サービス
基盤において，複数の語彙資源(辞書言語資源)を組み合わせ的に
アクセスする複合的なアクセスサービスの構成要素について検
討する．とくに，意味・概念に基づいて異種の辞書エントリを動
的に対応付けるシナリオにおいて，これらの対応関係を二次的な
言語資源として構築するための枠組みについて論じる．さらに，
このような枠組みにおける辞書の情報構造の標準的なモデリン
グ に 関 し て ， ISO 国 際 標 準 で あ る LMF (Lexical Markup 
Framework) の適用と拡張について検討する． 
 
2. 言語データ資源の Web サービス化 

コーパスや辞書などの言語資源の本質は，それ自体では他に対
して働きかけを⾏うことのない受動的・静的なデータである．こ
のような言語資源を言語処理ツール・システムと区別する意味で
言語データ資源と呼ぶ．どのような形態にせよ，言語データ資源
を利用するためには，これにアクセスする処理機能が必要である．
アクセス処理を Web 上で⼀定の標準化された形式で利用可能な
形 と す れ ば ， 言 語 デ ー タ 資 源 を Web サ ー ビ ス 化  (Web 
servicize) することが可能となる．ひとたび，言語データ資源が
Web サービス化されれば，これらを必要に応じて動的に組み合
わせることにより，複合的な言語データ資源 (Calzolari, 2008) 
を仮想的に実現することが可能となる．むろん，これを可能とす
るためには，サービスの実⾏基盤が必要であり，このための取り
組みが欧州における CLARIN (Vradi et al., 2008) や言語グリッ
ド (Ishida, 2006) において進められている．さらに，言語資
源・サービスの相互運用性のための共有基盤として，言語サービ
スにかかわる多様な要素を形式的に規定するためのオントロジ
ー体系の検討も進められている (Hayashi et al., 2008)． 
 
3. 複合的な辞書の意義 

辞書学の分野においても，辞書データの電子化や情報技術の発
達を背景として，複合的な辞書の可能性が議論されている．たと
えば Hartman (2005) は，各種の可能な組み合わせ (hybrid 
genres) を提示している．  

言 語 学 習 に 関 連 し て は ， 二 言 語 化 辞 書  (bilingualized 
dictionary) の有効性が議論されている．たとえば，L2-L1-L1
辞書 は L2 の単語に対して対訳辞書から得られる L1 における訳
語を単に提示するのではなく，各訳語の L1 における単言語辞書

における豊富なエントリ情報を同時に提示するものであり，L1
を⺟語とする L2 学習者が L2 の理解タスクにおいて有用である
とされている (Hartman, 1994)．⼀方，L2 での産出タスクにお
いては，L1-L2-L2 辞書が有用であるとされる (Laufer and 
Levitzky-Aviad, T, 2006)．ここでも単に L2 における訳語を提
示するのではなく，L2 の単言語辞書で提示されるような語義や
用法に関する情報が同時に提示される． 
 
4. ケーススタディとシナリオ: EDR+WordNet 

上記のような複合的な辞書を Web 上で仮想的に提供するため
の技術基盤を検討するために，EDR 電子化辞書における概念体
系辞書を L1(日本語)辞書，Princeton WordNet を L2(英語)辞書，
EDR 電子化辞書の対訳辞書を L1-L2 対訳辞書とする L1-L2-L2
辞書をケーススタディとし，その実現シナリオを検討する．  
 
4.1 EDR, WordNet の情報構造 

WordNet の情報構造は語彙化概念に基づいている．WordNet
における基本的な情報単位は synset と呼ばれる同義語集合であ
る．単語はいくつかの語義を持ち，各語義はある概念を指示す
る．”car”, “automobile”のように異なる単語が共通の概念を指示
する場合，これらの単語が synset を構成する．synset には自然
言語テキストによる説明(gloss)が与えられる．ただし，gloss は
あくまで語彙化概念の説明であり，その規定は他の synset との
関係によって与えられる．ここで中心的な役割を果たすのは，上
位/下位，全体/部分といった語彙意味論に基づく概念関係である． 

EDR 電子化辞書は，日本語と英語を対象とする単言語辞書，
対訳辞書，共起辞書などの言語資源の集合体である．EDR 電子
化辞書における特徴は，これらの辞書のすべてのエントリが日本
語・英語にまたがる概念識別子によって関係付けられていること
である．概念識別子は，日本語，英語にまたがる(あるいは，言
語に依存しない)概念ノードを表し，日本語，英語による⾒出し
語と概念説明テキストが付与される1．たとえば，0f74e9 という
概念識別子はおおむね「自動⾞」の概念を表し，”自動⾞”や”car”
といった日本語，英語の単語に関する各辞書のエントリはこの概
念識別子と関係付けられている．このため，概念識別子をキーと
してこれと関係付けられた単語の集合を求めることにより，疑似
的に日本語，英語にまたがる synset を構成することができる．
さらに，概念体系辞書においては，概念の上位関係が構造化され

                                                  
1 ただし，実際の EDR 概念体系辞書においては，日本語・英語
の概念⾒出し，日本語・英語の概念説明がすべて揃っている概念
識別子は少ない． 
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ている．以上より，EDR 電子化辞書は，形式的には Princeton 
WordNet と同様の情報構造を持ち，synset と gloss が日英両言
語により与えられるものとして扱うことができる (Hayashi 
and Ishida, 2006)． 
 
4.2 サービスの実現シナリオ 

複合的な語彙資源は，あらかじめ off-line の batch 的な処理に
より実現することもちろん可能である．実際，多くの語彙的オン
トロジーの対応付けに関する従来研究は，このような前提に基づ
いている．しかしながら，2 節で議論したように，言語データ資
源の Web サービス化は動的で仮想的な言語資源の実現の可能性
をひらく．そこで，ユーザからの要求によって(on-demand)，
動的に(on-the-fly)，複数の語彙資源を組み合わせアクセスする
ことにより，仮想的な複合辞書へのアクセス機能を提供するアク
セスサービスの実現を考える．すなわち，異なる辞書のエントリ
間の対応付けをユーザからの要求に即して機会主義的に
(opportunistic) ⾏う⼀方，対応付けの結果を Web サービス基
盤上に新たな言語資源として蓄積する． 
 

EDR電子化辞書
アクセス機能

WordNet
アクセス機能

辞書エントリ間
対応付け機能

複合辞書アクセスサービス

対応付け管理機能
 

図 1: 複合辞書アクセスサービスの構成 
 

このようなアクセスサービスの処理構成を図 1 に示す．まず，
すでに日本語のクエリ単語の各語義と WordNet が対応付けられ
ているかを調べる．もしまだ対応付けが蓄積されていなければ，
日本語のクエリ単語に対応する英訳語を EDR 日英対訳辞書から
検索する．英訳語は⼀般に複数得られるが，各訳語には概念識別
子が付与されている2．そこで，この概念識別子をキーとして得
られる語義説明などの情報を手掛かりとして用い，それぞれに対
応する WordNet の synset を求め，ユーザに提示する．さらに，
対応付けの結果を蓄積する．言語処理的には，EDR 体系におけ
る概念を WordNet 体系の概念と対応付ける処理が必要となる． 
 
4.3 概念による辞書エントリの対応付け 

異なる語彙的オントロジーの対応付けに関しては，多くの先⾏
研究がある．実際に EDR と WordNet の対応付けに関する研究

                                                  
2 より⼀般的な対訳辞書を用いる場合は，EDR のような語義説明
が付与されているとは限らないため，そこで得られる情報の範囲
での対応付けが必要となり，より困難な問題となる． 

も報告されている (Utiyama and Hasida, 1997)．とくに本研究
における要求条件は，on-demand /on-the-fly /opportunistic
な対応付けであり，ユーザに対して実時間程度で応答を返すこと
のできる負荷の軽い処理が求められる．そこで，英語における
synset 単語集合の類似度，および，英語の概念説明テキストの
類似度により対応付けを⾏う方法を適用する．より具体的には，
これらにおける語彙のオーバーラップを評価する指標を統合的
に用いる．なお，EDR 辞書において英語の概念説明が⽋落して
いる場合は，日本語の概念説明を機械翻訳により英語化した英語
テキストを用いる．このような対応付けの詳細については，稿を
改めて報告するが， 
1. そもそも対訳辞書検索の段階で⼗分な英訳語が得られていな

いと，WordNet 側の検索が適切に⾏われないこと (再現率の
問題) 

2. 表層的なマッチング処理に基づくため，必ずしも適切な対応
関係が高く評価されるとは限らないこと (精度，信頼度の問
題) 

3. さらに，得られる対応付けは概念的な等価関係とは限らない
こと (対応関係の種別の問題) 

といった点が問題となる．以上において，とくに 2, 3 の問題は，
得られた対応関係をどのように記述すればよいかという情報構
造のモデリングの問題と関連する． 
 
5. 語彙資源モデリングの枠組み 
5.1 LMF (Lexical Markup Framework) 

LMF は，あらゆる言語の様々なタイプの辞書の情報構造をモデ
ル化するための枠組み(メタモデル)を規定する ISO 国際標準
(ISO24613:2008) である．LMF の全体構造は，すべてのタイ
プの辞書に共通するCore packageと各種の辞書を規定するため
の Extension packages から構成される．LMF の仕様は UML に
より規定されている．  
 

Lexical Resource

Global 
Information

Lexicon

Form Sense

Lexical Entry

Definition

Statement  
図 2: LMF Core package の構造 
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図 2 に Core Package の UML 図を示す．辞書エントリ
(Lexical Entry) は，形式に関する情報 (Form) と意味に関
する情報 (Sense) から構成される． 
 
5.2 LMF における Sense Axis クラス 

LMF の各 Extensions は，各種の辞書の既定に必要な情報項目
を表現するため，Core package 中の必要なクラスを詳細化する．
本 稿 の 内 容 に と く に 関 係 す る も の は ， NLP Multilingual 
Notations (以下，多言語パッケージ) と呼ばれるパッケージで
ある (Francopoulo et al., 2006)．多言語パッケージは，二つ以
上の異言語の辞書のエントリを対応付けるため，NLP Syntax，
NLP Semanticsという二つのExtensionsをさらに拡張するもの
である．多言語パッケージにおいては，異言語の辞書エントリの
対応付けのために，Sense Axis と Transfer Axis という二
つのクラスを導入している．これらはそれぞれ，機械翻訳方式に
おけるピボット方式とトランスファ方式に対応しており， 
Transfer Axis は，とくに二言語間の統語的な対応関係の表現
に適している．⼀方，Sense Axis は意味的な対応関係を表すも
ので，とくに 3 つ以上の多言語間の等価的対応を表現するのに適
している． 

図 3 に Sense Axis に関連する UML 図の抜粋を示す．図に
示 す よ う に ， Sense Axis の イ ン ス タ ン ス は ，  複 数 の
Sense/Synset3 のインスタンスと関係づけられる．これにより，
多言語の異なる辞書の具体的なエントリ間の意味的な対応関係
が表現できる．Sense Axis はさらに，Sense Axis Relation

のインスタンスを集約し，Interlingual External Ref のイ
ンスタンスと関連する．前者は，辞書エントリ間の対応関係のさ
らなる関係 (例: あるエントリ間の対応関係が別のエントリ間
の対応関係より⼀般的である) を表現する．後者は，言語非依存
な意味概念体系(いわゆる上位オントロジーや形式的オントロジ
ー)とのリンキングを表現する．本稿の⽂脈において特に重要な
点は，Sense Axis のインスタンスを集約したものも Lexical 

Resource (語彙資源) とされることである．これは，次節で議
論する二次的な語彙資源の考え方を⽀持する． 
 

Lexical Resource

Sense Axis Sense Axis
Relation

Sense

Synset
Interlingual 
External Ref

 
図 3: LMF における Sense Axis クラス 

                                                  
3 Synset はとくに WordNet タイプの語彙資源を意識して NLP 
semantic extension で導入されたクラスである． 

6. 二次的な言語資源 
 EDR 電子化辞書や Princeton WordNet は，独⽴した⼀次的な
言語資源である．これに対し，Sense Axis インスタスを集約す
る語彙資源は，⼀次的な言語資源における情報間の関連を保持す
るという意味で，二次的な言語資源である．このような二次的な
情報構造は，完全に⼀次的言語資源の外部にあるべきである．す
なわち，⼀次的言語資源には，二次的言語資源への参照は含まれ
るべきではない．これにより，⼀次的言語資源は独⽴に保ったま
ま，その上に二次的な言語資源を重畳させることが可能となる． 
 
6.1 LMF Sense Axis クラスの拡張 
 Sense Axis インスタンスを集約した二次的な言語資源を
Web サービス化したものをここでは仮に Sense Axis サーバーと
呼 ぶ ． 異 な る 辞 書 エ ン ト リ の 間 の 対 応 関 係 を
on-demand/on-the-fly/opportunistic に求め，その結果を保持
するという本研究の⽂脈においては，Sense Axis サーバーは，
関連付けられた特定の辞書エントリの組に関する情報も保持す
る必要がある．そこで， 

 対応関係: 等価関係以外の語彙意味論的関係による対応付け
がありえるため，その関係ラベルを保持する． 

 対応関係付与に関するメタ情報: いつ，どのようなプロセス
により，どの程度の信頼度をもって当該の関係が付与された
かを記録する． 

といった情報を保持する Sense Pair Relation を導入し，
Sense Axis サーバーにおいては Sense Pair Relation のイ
ンスタンスを対応する Sense Axis インスタンスと関係づけて
集約することを提案する．Sense Pair Relation のインスタ
ンスには，対応付けを保持している Sense/Synset インスタン
スの ID と関連する Sense Axis インスタンスの ID を保持する
とともに，対応付けにおけるメタ情報を保持する．図 4 にこれら
のインスタンスの関係の概要を示す． 
 

Sense Axis_1

Sense Pair Relation_1
•rel_type: equivalent
•confidence: high

WordNet_ n:02958343

EDR_ 0f74e9

 
図 4: 各クラスのインスタンス間の関係 

 
図 5 に LMF の Sense Axis クラスの拡張の概要を示す (図 3

からは Sense Axis Relation と Interlingual External 

Ref を省略)．ここでは，Sense Axis Server を Lexical 

Resource のサブクラスとして規定している． 
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Sense Axis Server

Sense Axis Sense Pair 
Relation

SenseSynset

Lexical Resource

 
図 5: Sense Axis クラスの拡張 

 
6.2 Sense Axis サーバーの Web API 
 Web サービスの形態としていわゆる REST（Pautasso, 2008）
を想定する．すなわち，サービスの機能と対応した⼀定の URI
形式によりサービスにアクセスし，結果データを XML 形式で受
け取る．本研究のベースは LMF にあるので，結果データの形式
は LMF の仕様に annex として提示されている XML 形式に準拠
する．そこで焦点は，Sense Axis サーバーが有するべき機能と
URI の設計となる．なお，WordNet や EDR などの語彙資源が
Web サービス化されていることを前提とする．すでに，(Van 
Assem et al., 2006) は，REST 形式での WordNet サービスを
提案している4．また，REST 形式ではないが，言語グリッドでも
両資源が Web サービス化されている5． 

Sense Axis サーバーが有すべき基本機能は次のとおりであり，
これらの機能との対応が明確な URI を割り当てる． 
A) エントリ間の対応付けの検索と実⾏: 単語とターゲットとす

る語彙資源を与え，すでに辞書エントリ間の対応が得られて
いれば，その Sense Axis インスタンスの ID を返却する．
対応付けが得られていなければ，動的な対応付け処理を⾏い，
その結果を返す．本 API は，図 1 に示したアクセスサービス
のトップレベルに相当する． 

B) エントリ間の対応付け情報のアクセス: Sense Axis インス
タンスのIDから関係付けられたSense/Synsetインスタン
スの ID のリストを返却する．ここで，これらのインスタン
スは各語彙資源における具体的なエントリであり，特定の
URI 形式によりアクセスできるものとする．また，その辞書
エントリの内容は，LMF/XML で得られるものとする．さら
に，Sense/Synsetインスタンスの組に関する Sense Pair 
Relation のインスタンスの ID のリストを返却する． 

C) エントリ間の対応付け情報の登録: A の API による動的な対
応付けの結果を適切なメタ情報とともに Sense Pair 

Relation のインスタンスに登録する． 
                                                  
4 W3C でホストされており，rdf データを返却する．例えば: 
http://www.w3.org/2006/03/wn/wn20/instances/wordse
nse-bank-noun-1.rdf 
5 http://langrid.org/playground/concept-dictionary.html で
試すことができる 

なお，多言語の word nets の Web サービス化を想定した先駆
的な研究に(Soria et al., 2006)がある．ここでは，各ローカルな
wordnet に対して，ILI (Inter-Lingual Index; LMF での Sense 
Axis に対応)の ID からそれに関連する synset の ID を返す API
を提案している．しかし，これは「二次的な言語資源は⼀次的な
言語資源の外部にあるべき」という本研究の主張に反する． 
 
7. おわりに 

本稿では，異言語・異体系の意味・概念辞書を動的に対応付け，
この対応関係を Web サービス基盤上で二次的な言語資源として
蓄積する枠組みを検討し，辞書モデリングに関する ISO 国際標
準 LMF の適用と拡張について議論した．今後は，Web API にお
ける URI 形式の詳細と結果の XML 形式を定め，実際に Web サ
ービスの実現を⾏う．  
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